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笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

表紙写真：平成 30 年相楽東部広域連合成人式
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人

特　集特　集

　

１
月
８
日
、
成
人
の
日
に
相
楽
東
部

広
域
連
合
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
平

成
30
年
成
人
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
笠
置

町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
で
63
人
が
新

成
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
南
山
城
村
文
化
会
館

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
で
は
、
振
袖
や
袴
な

ど
華
や
か
な
晴
れ
着
を
ま
と
っ
た
新
成

人
が
集
い
、
懐
か
し
い
旧
友
と
の
再
会

を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
式
辞
・
祝
辞
に
続
い
て
新

成
人
を
代
表
し
て
南
山
城
村
の
木
村
美

月
さ
ん
と
笠
置
町
の
和
田
紗
英
さ
ん

が
、「
私
た
ち
の
成
長
を
静
か
に
見
守
っ

て
く
れ
た
こ
の
『
故
郷
』
を
こ
れ
か
ら

も
愛
し
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
の
『
糧
』
と
し
て
、
未
来
を

歩
ん
で
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま

す
。」
と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
茶
話
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
近
況
に
つ
い
て
話
し
た
り
、
恩
師
と

一
緒
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
た
り

し
て
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
が
、
今
後
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

和束中学校区の新成人（和束町）

笠置中学校区の新成人（笠置町・南山城村）
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〇
料
理
長
に
の
ぼ
り
つ
め
る
。

（
和
束
町
・
柚
木
勇
人
さ
ん
）

〇
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
頑
張
り
た
い
。

（
和
束
町
・
岡
田
瞬
さ
ん
）

〇
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
。

（
和
束
町
・
杉
本
竜
一
さ
ん
）

〇
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
楽
を
さ
せ
る
。

（
南
山
城
村
・
手
仲
亮
太
さ
ん
）

〇
教
師
を
目
指
し
て
い
る
。
海
外
で
学
ん
で

そ
れ
を
伝
え
た
い
。

（
南
山
城
村
・
西
城
黎
一
さ
ん
）

〇
大
学
生
活
を
彩
り
た
い
。

（
南
山
城
村
・
久
保
匠
平
さ
ん
）

〇
幸
せ
を
見
つ
け
る
。

（
南
山
城
村
・
鎌
田
い
ち
か
さ
ん
）

〇
社
会
人
３
年
目
な
の
で
、
良
い
先
輩
に
な

り
た
い
。（

南
山
城
村
・
下
浦
有
希
菜
さ
ん
）

〇
お
金
を
貯
め
て
、
一
軒
家
を
買
う
。

（
南
山
城
村
・
春
本
龍
哉
さ
ん
）

〇
健
康
第
一
。（

笠
置
町
・
植
田
拡
仁
さ
ん
）

〇
勉
強
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、

成
人
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

（
笠
置
町
・
和
田
紗
英
さ
ん
）

〇
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
頑
張
っ
て
、
後
悔
の

な
い
人
生
を
送
る
。

（
笠
置
町
・
川
北
菜
也
香
さ
ん
）

〇
笠
置
町
民
と
結
婚
す
る
。

（
笠
置
町
・
石
川
遥
貴
さ
ん
）

〇
メ
デ
ィ
ア
を
目
指
し
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
を
無
く
し
て
、
真
実
を
伝
え
た

い
。

（
笠
置
町
・
谷
川
孝
寛
さ
ん
）

＊新成人に今後の抱負をインタビュー＊

〇
今
は
ま
だ
契
約
社
員
だ
が
、
正
社
員
に

な
っ
て
こ
れ
か
ら
仕
事
を
よ
り
い
っ
そ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

（
和
束
町
・
東
広
泰
さ
ん
）

〇
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
！

（
和
束
町
・
堀
雄
斗
さ
ん
）

〇
学
生
だ
け
ど
、
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
。（

和
束
町
・
北
あ
か
り
さ
ん
）

〇
あ
き
ら
め
な
い
。
何
事
に
も
挑
戦
。

（
和
束
町
・
岡
田
綾
香
さ
ん
）

〇
上
手
に
し
ゃ
べ
れ
る
大
人
に
な
り
た

い
。

（
和
束
町
・
姫
野
歩
さ
ん
）
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まち・むらの話題まち・むらの話題

笠置保育所クリスマス会　～サンタさんがやってきた～

勧請縄の付け替え作業がおこなわれました

　12 月 22 日（金）、笠置保育所でクリスマス会がおこなわれました。
　子どもたちの元気いっぱいの歌や劇の発表を見て、保護者をはじめ見ている人たちみんなが幸せになれ
るクリスマス会になりました。
　子どもたちの元気いっぱいの発表のあと、サンタさんが登場し、１年間一生懸命がんばった子どもたち
にプレゼントを贈りました。今年も笑顔あふれる楽しいクリスマス会でした。

　１月７日（日）、飛鳥路地区で勧請縄の付け替え作業がおこなわれました。勧請縄は魔よけとして集落の
出入り口を横切るように縄を吊ったのが由来とされ、五穀豊穣・子孫繁栄・無病息災を祈った鍬

く わ

や鎌など
を縄に吊るし、布目川に架けました。
　勧請縄は人手不足のため伝統継承が危ぶまれていましたが、４年前から「笠置・人の心を豊かにする協
議会」のみなさんが参加し、町内外の交流ができる行事となりました。参加者からは「今年もこの風景と
地域のみなさんのお顔を見ること
ができて安心した。町外からの参
加者の、熱心に写真を撮ったり縄
を編んだりという積極的な姿勢が
地域の人にとって張り合いになれ
ばいいな。」という声も聞かれまし
た。観請縄のある風景は今年も飛
鳥路地区の象徴であります。

笠置町

笠置町

楽しいお正月～和束保育園　お正月遊び～
　１月 11 日（木）、和束保
育園ではお正月遊びが開か
れました。
　こどもたちは、年齢の異
なるグループに分かれ福笑
いや、すごろく遊び・コマ
作りなどのコーナー巡りを
しました。また昼食後は年
長児が作った大判カルタを
使ってカルタ取りをし、冬
の一日をみんなで楽しく過
ごしました。

和束町

「こびとのくつや」の劇をがんばりました サンタさんからのプレゼント

参加者で記念撮影新たな勧請縄が布目川に架かりました

福笑い 大判カルタ取り
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まち・むらの話題まち・むらの話題

InstaMeet（インスタミート）
at　茶源郷和束の開催
　インスタミートとは、世界最大級の SNS であるイン
スタグラム ( 写真共有アプリ ) のユーザーが集まり、一
緒に写真や動画を撮影するイベントで、今回は和束町の
茶畑景観を撮影され、和束の魅力を発信していただきま
した。
　今回参加されたインスタグラムユーザーは、初めての
和束町ということもあり、｢美しい茶畑景観に圧倒された。
また違う時期にも来てみたい。｣ といった声をいただき、
早速インスタグラムに写真をアップされていました。
　こうした取組をとおして、多くの方に和束の ｢生業景
観｣ を知っていただき、和束ファンが増えれば幸いです。

和束町

株式会社トレードと「きのこ工場立地に関する協定」を締結

レイクフォレストリゾートと
「地域活性化に関する包括協定」を締結

　京都府と南山城村の企業誘致活動の結果、南山城村への初の企業進出が決定し、12 月 21 日（木）、主に
野菜の生産や流通事業を手掛けている株式会社トレードと企業立地に関する協定を締結しました。

【協定の概要】
　株式会社トレードがきのこ工場とその関連施設として使用
するために、南山城村が工場敷地の取得・造成をおこない、
株式会社トレードに工場敷地を貸与するものです。また、地
元農産物の販路拡大・ブランド化等の地元産業の活性化や地
域社会の発展への協力について協定を締結するものです。

【企業進出の概要】
◦企　業　名　　株式会社トレード
◦進　出　先　　南山城村大字北大河原小字殿田地内
◦敷地面積　　約 7,914㎡
◦事業用途　　きのこ生産事業

　12 月 21 日（木）、南山城村とレイクフォレストリゾート
との地域活性化に関する包括連携協定を締結しました。
　この協定は南山城村の地域活性化を推進するため、南山城
村とレイクフォレストリゾートが相互に情報や意見の交換に
努め、村民生活の充実を図る事を目指し、緊密に連携し協力
することを目的としています。
　主な連携内容としては、地産地消の推進に関すること、地
域の安全・安心の確保に関することや、災害時の支援に関す
ることについて取り組むこととしています。

南山城村

南山城村

石寺の茶畑前で写真撮影
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まち・むらの話題まち・むらの話題

笠置町・和束町でとんど焼き
　笠置町では１月 14 日（日）、西部ふれあい広場（西部区集会所横の広場）で、とんどまつりがおこなわ
れました。
　とんどは１年の無病息災を願っての行事で 30 年以上前から続いています。
　地元のみなさんのご協力により、木や竹などで大きな左義長が組み立てられ、児童館の子どもたちが、
緊張した面持ちで点火しました。燃え上がる火の中でお餅や猪肉を焼いたり、ぜんざいが振る舞われたりと、
老若男女問わず交流が見られました。
　和束町では１月 13 日（土）、和束町児童公園でとんど焼きがおこなわれました。児童が書いたポスター
を一週間前に区内の掲示板に貼り、それを見た住民の方からたくさんのしめ縄やお正月の飾りが集まりま
した。保育園・小学校からもお飾りや書き初めを持って来ていただき、高く組んだ木材を３本の青竹で覆い、
その中にしめ縄や飾りを入れ、児童がその周りを書き初めで飾りました。
　今年は１・２年男子が点火し、火は一気に燃え上がりました。その炭で焼いた餅のぜんざいをいただき、
集まった住民の方、保護者や幼児・児童みんなで一年の無病息災をお祈りしました。

笠置町・和束町

笠置小学校

南山城小学校

和束小学校

和束中学校

和束町　和束町児童公園笠置町　西部ふれあい広場

３町村新年書初め大会
　和束小学校・南山城小学校・
笠置中学校は１月 10 日（水）、
笠置小学校は 11 日（木）に、
笠置中学校は冬休みの宿題とし
て全校生徒が書初めに挑戦しま
した。小学校の１・２年生は硬
筆で、３年生以上は毛筆です。
　どの学年も課題について一人
ひとりが丁寧に力強く書いてい
ました。
　教室は静かな雰囲気に包ま
れ、誰もが真剣に取り組んでい
ました。難しいながらも、とめ・
はね・はらいに気を付けて書く
ことを意識していました。子ど
もたちの作品はその後、校内で
展示されました。

学　年 課　題

小
学
校

１年生 「お正月」
２年生 「新しい年」
３年生 「お正月」
４年生 「美しい空」
５年生 「新春の光」
６年生 「伝統を守る」

中
学
校

１年生 「将来の夢」
２年生 「新たな目標」
３年生 「無限の可能性」
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行　政行　政

南山城村空き家バンクの物件公開イメージ。
地域と協調して暮らす移住者を呼び込むことが
目的です。

南山城村全域が京都府の「移住促進
特別区域」に指定されました
　平成 29 年 12 月 26 日、南山城村全域 3 地区（高尾田山地区・大河原地区・
野殿童仙房地区）が「京都府移住の促進のための空家及び耕作放棄地等活
用条例（移住促進条例）」に基づく移住促進特別区域に指定されました。
　指定地域やその地域への移住者は、その取り組みに応じて、さまざまな
支援制度が利用できるようになります（表①参照）。
　南山城村では、これまでの「田舎暮らし定住促進奨励金」など村独自施
策とともに、地域と一体となって空き家と農地を活用した移住定住促進に
取り組んでまいります。

移住希望者と地域のマッチング
　登録された空き家情報等が京都府の移住支援窓口（東京・大阪・京都）でも公開されるようになり、
京都移住コンシェルジュが地域の希望を把握した上で窓口に来られる移住希望者と面接します。地域の
希望に合う移住希望者については、南山城村の担当へ情報共有され、地域と連携して、現地案内・空き
家内覧・地域の紹介など移住希望者と地域のマッチングを図ります。

さまざまな支援制度が利用できます
　地域が取り組む移住者受入活動費用や、空き家バンク登録物件（登録空き家）の家財整理や改修工事
費用などに対し助成が受けられます。

移住促進特別区域支援制度一覧（表①）

　南山城村空き家バンクは、平成 28 年 10 月に開始以来、公開
物件 8 件中 4 件が成約。3 世帯 9 人の方が村へ移住されました（1
件は村内事業者が事務所として使用契約）。
　現在も、25 世帯の移住希望者が空き家バンクに利用登録し、
物件待ちをしている状況です。
　特別区域では、空き家バンクに登録された物件のみ、表①の
ような支援制度を活用できるなど有利な条件となっています。
村内に使用していない物件をお持ちの方はぜひ、空き家バンク
への登録をご検討ください。相談は随時受け付けています。

問合せ
　南山城村むらづくり推進課　　☎ 0743・93・0560（直通）

◦移住促進特別区域に指定されると

◦特別区域では空き家バンク登録が有利

支援制度 内　容 対　象 上限額

移住者受入体制整備支援
地域団体がおこなう移住者受入活動（空き家
･ 農地調査、移住促進ビジョン策定等）費用
を助成

地域団体 50 万円

移住者金利負担の支援 登録空き家の取得・改修に必要な資金調達に
関する金利負担の軽減 登録空き家への移住者 平均融資残高× 0.5％

空き家改修の支援 移住者が取得・賃借した登録空き家の改修費
用を助成 登録空き家への移住者 180 万円

家財整理費用の支援 所有者が登録空き家を移住者に売却・賃貸す
る際の家財撤去費用を助成 登録空き家の所有者 10 万円

離れ・空き部屋改修の支援 自宅の一部（離れ）を移住者に賃貸する場合
の改修費用を助成 登録空き家の所有者 100 万円

移住者起業支援 移住者が起業する際に必要な登録空き家改修
費用等を助成 移住者で個人事業者 300 万円
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保健・福祉保健・福祉

平成30年４月から国民健康保険制度が変わります
～京都府が国保の運営に加わります～

　町村単位の国民健康保険（国保）運営は困難な状況となっています。
　　・年齢構成が高く、一人当たりの医療費が高い
　　・無職の方が多く、所得に占める保険税の比率が高い　等

何が変わるのか？
　変わるのは、主に国保の財政運営の仕組みです。
　医療の受け方や保険税の納め方、町村が窓口であることは変わりません。

健康維持のため、特定健診や人間ドックなどを積極的に受診いただき、
医療費の削減にもご協力ください。

問合せ
　笠置町税住民課　　　　☎ 0743・95・2301（代表）
　和束町税住民課　　　　☎ 0774・78・3005（直通）
　南山城村保健福祉課　　☎ 0743・93・0104（直通）

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
35
　
自
然
の
食
品
や
健
康
食
品
に
よ
る
健
康
障
害

　

健
康
食
品
は
植
物
や
自
然
の
素

材
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
の
で
害
が

無
く
、
薬
と
違
っ
て
副
作
用
を
起

こ
す
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
毎
日
摂
り
続
け
る
こ
と

は
危
険
で
す
。

　

自
然
の
植
物
や
素
材
に
は
ヒ
ト

の
体
に
作
用
す
る
物
質
が
普
通
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
植
物

で
は
、
汚
染
に
強
く
道
路
脇
に
よ

く
植
え
ら
れ
て
い
て
夏
に
白
や
赤

の
花
を
つ
け
る
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ

に
は
、
あ
る
種
の
が
ん
に
有
効
な

成
分
が
含
ま
れ
て
お
り
抗
が
ん
剤

と
し
て
、
ま
た
、
お
茶
に
は
テ
オ

フ
ィ
リ
ン
と
言
う
喘
息
に
効
く
物

質
が
含
ま
れ
気
管
支
喘
息
の
薬
と

し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
物
質
の
ほ
か
、
単
に

害
に
な
る
も
の
に
は
ヒ
素
や
水
銀

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
種
の
海

産
物
に
は
比
較
的
多
く
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
一
定
以
上
量
を
摂
取

し
な
い
よ
う
厚
生
労
働
省
が
指
針

を
出
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
は
免
疫
を
高
め
が
ん
や
糖
尿

病
・
肝
臓
病
に
効
く
と
し
て
健
康

食
品
に
使
わ
れ
、
朝
鮮
人
参
に
も

加
え
ら
れ
た
り
し
ま
す
が
、
重
症

の
腎
不
全
な
ど
で
日
本
で
は
十
数

人
の
死
者
が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
を
煎
っ
て

ご
飯
に
か
け
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
と

し
て
服
用
す
る
こ
と
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の

健
康
情
報
番
組
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
が
通
常
の
食
べ
方
な
ら
10
分
間

の
加
熱
で
無
毒
に
な
る
レ
ク
チ
ン

と
言
う
物
質
に
よ
り
全
国
で
下
痢

被
害
が
多
発
し
ま
し
た
。

　

鉄
は
少
量
な
ら
体
に
必
要
で
す

が
、
多
い
と
腎
臓
や
肝
臓
に
沈
着

し
て
害
に
な
り
ま
す
。
嗜
好
品
と

し
て
茶
碗
蒸
し
に
使
わ
れ
る
ギ
ン

ナ
ン
は
一
気
に
十
個
か
ら
数
十
個

食
べ
た
方
に
全
身
け
い
れ
ん
が
報

告
さ
れ
、
原
因
物
質
も
特
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ア
マ
メ
シ
バ
は
マ

レ
ー
シ
ア
で
ミ
ネ
ラ
ル
・
ビ
タ
ミ

ン
の
補
給
に
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
ト
ロ
ピ
カ
ル

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
し
て
紹
介
さ

れ
、
ジ
ュ
ー
ス
や
錠
剤
で
た
く
さ

ん
摂
取
し
た
方
に
重
症
の
肺
疾
患

を
引
き
起
こ
し
、
台
湾
で
は
や
せ

薬
と
し
て
多
数
の
死
亡
者
を
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
干
し
シ
イ
タ
ケ

の
戻
し
汁
が
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
紹

介
さ
れ
、
皮
膚
炎
患
者
が
多
発
し

「
も
ん
た
誘
発
性
皮
膚
炎
」
と
呼
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

ヒ
ト
は
古
来
か
ら
経
験
に
基
づ

い
て
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を

選
択
し
安
全
に
食
べ
る
調
理
方
法

が
工
夫
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
と

え
ば
生
の
ワ
ラ
ビ
に
は
強
い
発
が

ん
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
あ
く
抜
き
し
て
加
熱
す
る
こ

と
で
安
全
に
食
べ
て
い
ま
す
。
健

康
志
向
に
乗
っ
た
新
し
い
食
材
や

新
し
い
調
理
方
法
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

　
　
　

小
堤
医
院

　
　
　

小
堤
國
廣

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん

町　

村　

役　

場

京　
　

都　
　

府

◦各種届出・相談
　保険税の納付　など

◦保険証の交付・健康診
　断の実施・保険税の支
　払通知　など

◦京都府からの請求により医療費見込額を納付

◦町村国保の医療費見込額を請求
◦上記を賄うのに必要な保険税率などを提示
◦町村はそれを参考に保険税率を決定
◦町村国保で実際にかかった医療費を交付
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保健・福祉保健・福祉

わづか児童クラブ指導員（嘱託職員）を募集
【１】　児童クラブとは
　　　保護者が就労などで昼間家庭にいない小学生を預かり、遊びを主とする生活指導や余暇指導をおこ
　　ないます。

【２】　勤務内容・条件等

【３】　募集人数　　１名
【４】　応募方法　　下記書類を福祉課まで提出してください。
　　　　　　　　　　①　履歴書（市販のものに必要事項を記入のうえ、写真を貼付）
　　　　　　　　　　②　免許又は資格を有していることがわかる書類の写し

【５】　受付期間　　２月 28 日（水）午後５時まで
【６】　採　　用　　応募者の中から面接により選考します。
【７】　問　合　せ　　和束町福祉課福祉係　☎ 0774・78・3006（直通）

勤務場所 わづか児童クラブ【和束小学校敷地内】

勤務内容

◦放課後児童クラブにおける児童の育成支援
◦児童の出欠状況の確認、児童の動向把握等
◦保護者との連絡
◦放課後児童クラブ施設及び備品等の管理
◦放課後児童クラブ職員の勤務管理
◦その他、放課後児童クラブ運営における業務

任用条件
◦年齢が 65 歳未満の方
◦小学校教諭免許・幼稚園教諭免許・保育士資格のいずれかを有する方

任用期間 平成 30 年４月１日から平成 31 年３月 31 日まで

勤務時間
（31 時間／週）

◦月曜日から金曜日
　午後 0 時 30 分〜 6 時 30 分
◦土曜日及び学校休業日（土曜日は隔週勤務）
　午前８時〜午後 6 時 15 分の間の必要な時間

報　　酬
142,960 円

（別途、町規定により６月・12 月に期末報酬あり）

そ の 他
◦通勤手当・時間外勤務手当あり（町規定に基づく）
◦社会保険・厚生年金・雇用保険加入あり

日　

時　

３
月
４
日（
日
）午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場　

所　

京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
南
区
新
町
通
九
条
下
ル
）

内　

容　

知
事
と
い
っ
し
ょ
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
記
念

　
　
　
　

品
贈
呈

申
込
み　

２
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
「
新
入
学

　
　
　
　

児
童
の
つ
ど
い
参
加
希
望
」、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
　
　
　

保
護
者
名
、
新
入
学
児
童
及
び
同
行
さ
れ
る
兄
弟

　
　
　
　

姉
妹
の
名
前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
・
性
別
、

　
　
　
　

最
寄
り
駅
、
参
加
人
数
を
記
入
し
、

　
　
　
　

〒
６
０
４–

０
８
７
４

　
　
　
　

京
都
市
中
京
区
清
水
町
３
７
５　

京
都
府
立
総

　
　
　
　

合
社
会
福
祉
会
館
内

　
　
　
　
（
母
子
家
庭
の
方
は
）

　
　
　
　
　

京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
へ

　
　
　
　
（
父
子
家
庭
の
方
は
）

　
　
　
　
　

京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会
へ

　
　
　
　

郵
送
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
希
望
者
多
数
の
場

　
　
　
　

合
は
抽
選
。

そ
の
他　

京
都
市
在
住
者
を
除
く
。
昼
食
付
き
。
当
日
欠
席

　
　
　
　

は
記
念
品
な
し
。

問
合
せ　
（
母
子
家
庭
の
方
は
）

　
　
　
　

京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
　
　
　

☎
０
７
５･

２
２
３･

１
３
６
０

　
　
　
　
（
父
子
家
庭
の
方
は
）

　
　
　
　

京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　

☎
０
７
５･

２
５
６･

７
０
８
３

　
　
　
　
（
京
都
府
担
当
課
）

　
　
　
　

家
庭
支
援
課　

母
子
・
父
子
担
当

　
　
　
　

☎
０
７
５･

４
１
４･

４
５
８
４

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
知
事

と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い
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平
成
30
年　

笠
置
町
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

笠
置
町
消
防
団
永
年
勤
続
功
労
表
彰

　
　

第
１
部　
　
　
　
　
　
　

団
員　

谷　

村　

法　

生

　
　

第
１
部　
　
　
　
　
　
　

団
員　

松　

井　

伴　

之

　
　

第
２
部　
　
　
　
　
　
　

団
員　

尾　

關　
　
　

彰

　
　

第
６
部　
　
　
　
　
　
　

団
員　

川　

北　

浩　

司

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

　
　

功
績
章　
　
　
　
　

本
部
長　
　

中　

井　

仁　

司

　
　

勤
功
章　
　
　
　
　

副
本
部
長　

西　

中　

義　

博

　
　

精
績
章　

第
２
部　
　
　

部
長　

木　

村　
　
　

明

　
　

精
勤
章　

第
６
部　
　
　

部
長　

植　

田　

勝　

秀

　
　

精
勤
章　

第
２
部　
　
　

班
長　

西　

口　
　
　

努

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

　
　

自
動
車
部　
　
　
　
　
　

部
長　

西　

浦　

陽
二
郎

　
　

第
１
部　
　
　
　
　
　
　

班
長　

松　

本　

敏　

明

町
長
表
彰

　
　

自
動
車
部　
　
　
　
　
　

団
員　

矢　

野　

邦　

彦

団
長
表
彰

　
　

自
動
車
部　
　
　
　
　
　

部
長　

井　

上　

卓　

弥

　
　

第
１
部　
　
　
　
　
　
　

団
員　

中　

村　
　
　

宝

　

１
月
７
日
（
日
）、
笠
置
町
で
は
笠
置
運
動
公
園
で
、
和
束

町
で
は
和
束
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
南
山
城
村
で
は
南

山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
平
成
30
年

出
初
式
（
初
出
式
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

各
町
村
の
団
長
を
筆
頭
に
、
消
防
団
員
が
身
を
引
き
締
め

参
加
し
ま
し
た
。

平
成
30
年 

出
初
式（
初
出
式
）

平
成
30
年　

和
束
町
消
防
団
初
出
式
表
彰
者

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

　
　

精
績
章　

西
分
団
副
分
団
長　
　

西　

田　

清　

秀

　
　

精
勤
章　

東
分
団
副
分
団
長　
　

北　

川　
　
　

誠

　
　

精
勤
章　

中
分
団
第
２
部
部
長　

和　

田　

治　

正

　
　

精
勤
章　

西
分
団
第
１
部
部
長　

西　

田　

秀　

雄

　
　

精
勤
章　

西
分
団
第
２
部
部
長　

竹　

谷　

久　

八

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

　
　

東
分
団　
　
　
　
　
　

分
団
長　

北　
　
　

典　

欣

　
　

西
分
団　
　
　
　
　
　

分
部
長　

桂　
　
　

慎　

弥

　
　

東
分
団
第
１
部　
　
　
　

部
長　

藤　

原　

勝　

久

　
　

東
分
団
第
３
部　
　
　
　

部
長　

今　

村　

圭　

五

　
　

湯
船
分
団
第
２
部　
　
　

班
長　

前　

田　

卓　

也

　
　

西
分
団
第
２
部　
　
　
　

班
長　

西　

山　
　
　

剛

町
長
表
彰

　
　

湯
船
分
団
第
２
部　
　
　

団
員　

桧　

谷　

元　

紀

　
　

東
分
団
第
２
部　
　
　
　

団
員　

堀　
　
　

幹　

幸

　
　

中
分
団
第
１
部　
　
　
　

団
員　

塚　

本　

正　

人

　
　

中
分
団
第
２
部　
　
　
　

団
員　

福　

田　

往　

可

　
　

西
分
団
第
１
部　
　
　
　

団
員　

伊　

吹　

聡　

之

団
長
表
彰

　
　

湯
船
分
団
第
１
部　
　
　

団
員　

田　

中　

秀　

一

　
　

東
分
団
第
１
部　
　
　
　

班
長　

今　

西　
　
　

靖

　
　

東
分
団
第
３
部　
　
　
　

班
長　

谷　
　
　

健
太
郎

　
　

東
分
団
第
４
部　
　
　
　

団
員　

谷　
　
　

鎭　

裕

　
　

中
分
団
第
１
部　
　
　
　

団
員　

中　

嶋　

元　

基

　
　

中
分
団
第
２
部　
　
　
　

団
員　

森　

脇　

稔　

仁

　
　

中
分
団
第
３
部　
　
　
　

団
員　

原　

田　

成　

紀

　
　

中
分
団
第
５
部　
　
　
　

団
員　

辻　
　
　

陽　

介

　
　

西
分
団
第
１
部　
　
　
　

団
員　

森　

脇　

健　

次

　
　

西
分
団
第
２
部　
　
　
　

団
員　

東　

本　

和　

樹

　
　

西
分
団
第
３
部　
　
　
　

団
員　

松　

田　

直　

往

平
成
30
年　

南
山
城
村
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

　
　

勤
功
章　

第
２
分
団
分
団
長　
　

大
久
保　

卓　

司

　
　

精
績
章　

第
１
分
団
副
分
団
長　

山　

本　

英　

樹

　
　

精
勤
章　

第
１
分
団
副
分
団
長　

石　

田　

晴　

嗣

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

　
　

第
１
分
団
第
２
部　
　
　

部
長　

岩　

崎　

勝　

允

　
　

第
１
分
団
第
４
部　
　
　

部
長　

廣　

尾　
　
　

章

　
　

第
２
分
団
第
２
部　
　
　

部
長　

北　

本　

勝　

巳

　
　

第
２
分
団
第
４
部　
　
　

部
長　

頭　

鬼　

信　

二

村
長
表
彰

　
　

第
１
分
団
第
５
部　
　
　

班
長　

屋　

敷　

浩　

彦

　
　

第
２
分
団
第
１
部　
　
　

班
長　

仲　

東　

真　

吾

団
長
表
彰

　
　

第
１
分
団
第
１
部　
　
　

団
員　

岡　

本　
　
　

剛

　
　

第
１
分
団
第
４
部　
　
　

団
員　

小　

山　
　
　

翔

　
　

第
２
分
団
第
１
部　
　
　

団
員　

辰　

巳　

弘　

樹

団
精
勤
章

　
　

第
１
分
団
第
３
部　
　
　

団
員　

北　

本　

大　

貴

　
　

第
１
分
団
第
４
部　
　
　

団
員　

西　

田　

和　

輝

　
　

第
２
分
団
第
１
部　
　
　

団
員　

南　
　
　

良　

樹

　

地
域
で
の
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
、
ま
た
自
然
災
害

等
へ
の
構
え
の
も
と
、
消
防
団
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
消
防

使
命
の
志
を
新
た
に
平
成
30
年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
消
防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対

し
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
３
町
村
表
彰
者
は
以
上
の

み
な
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

安心・安全安心・安全

�



おしらせおしらせ
平
成
29
年
度　

食
育
講
座
（
３
町
村
）

『
メ
ン
ズ
・
キ
ッ
チ
ン
』（
男
子
料
理
教
室
）

「
冬
の
デ
ト
ッ
ク
ス
対
策
ラ
ン
チ
」

実
施
日　

２
月
25
日
（
日
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

講　

師　

松
永
千
恵
子
さ
ん

参
加
費　

９
０
０
円
（
材
料
費
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す

持
ち
物　

お
米
１
合
・
エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
き
タ
オ

　
　
　
　

ル
・
三
角
巾

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

２
月
５
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　

午
後
５
時

　
　
　
　

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
、
材
料
費
を

　
　
　
　
　

徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

　
　
　
　
　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

『
英
会
話
教
室
』

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

２
月
５
日
（
月
）・
19
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

２
月
７
日
（
水
）・
21
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

２
月
24
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
～
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

２
月
８
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
話
の
聴
き
方
講
座
』（
３
町
村
）

　

身
近
に
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
「
話

の
聴
き
方
講
座
」
を
開
き
ま
す
。

実
施
日　

２
月
21
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

定　

員　

50
人

料　

金　

無　

料

申
込
み　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

　
（http

://m
onb

an.net/

）
か
ら
、
ま
た
は

　

｢

話
の
聴
き
方
講
座
参
加
申
込
み（
２
月
21
日

　

山
城
南
）｣

の
件
名
お
よ
び
、
氏
名
・
住
所
・

　

電
話
番
号
を
記
載
の
上
、

　

０
７
５
・
７
０
２
・
６
２
８
５
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援

　

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://m

onban.

　

net/)

の｢

お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム｣

か
ら
、
ま

　

た
は

０
７
５
・
７
０
２
・
６
２
８
５
に
て
受

　

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

２
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

２
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

２
月
27
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

行
政・人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

２
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

２
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

２
月

13
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

21
日
（
水
）
東
部
集
会
所

23
日
（
金
）
笠
置
会
館

28
日
（
水
）
産
業
振
興
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

２
月

16
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

21
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

23
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

弁
護
士
会
に
よ
る
南
部
一
斉
無
料

法
律
相
談
会

実
施
日　

２
月
15
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
か
ら
４
時

場　

所　

笠
置
町
第
１
庁
舎
２
階
会
議
室

　
　
　
　

和
束
町
商
工
会
館
研
修
室

　
　
　
　

南
山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

　
　
　
　

研
修
室

問
合
せ　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
総
務
課　

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

事
前
予
約
は
２
月
13
日
（
火
）
ま
で
受
け
付

　
　

け
て
い
ま
す
。

講
　
座

相
　
談

�



就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時

２
月
13
日
（
火
）・
27
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１–

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

　
　
　
　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

費　

用　

無
料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時

２
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

　
　
　
　

方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
２
月
20
日

　
　
　
　
（
火
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ご

　
　
　
　

予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

　
　
　
　

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

　
　
　
　

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

文
化
財
連
続
講
座

日　

時　

２
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
京
都
府
の
世
界
遺
産
取
り
組
み
」（
仮
）

講　

師　

京
都
府
農
産
課

　
　
　
　

丸
直
裕 

宇
治
茶
担
当
課
長

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要

わ
か
り
や
す
い
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー

「
は
じ
め
て
の
糸
紡
ぎ
・
機
織
り
教
室
」

内　

容　

糸
車
で
の
糸
紡
ぎ
と
簡
単
な
機
織
り

　
　
　
　

の
体
験

日　

時　

２
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

相
楽
木
綿
伝
承
館

　
　
　
　
（
け
い
は
ん
な
記
念
公
園
内
）

講　

師　

相
楽
木
綿
の
会

定　

員　

12
人
先
着
順

参
加
費
用　

無
料
。
た
だ
し
水
景
園
入
館
料
が
必
要

　
　
　
　
（
一
般
２
０
０
円
）。

申
込
期
限　

２
月
10
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

わ
か
り
や
す
い
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー

「
初
歩
か
ら
の
古
文
書
手
習
い
教
室
」

内　

容　

初
め
て
古
文
書
を
読
も
う
と
す
る
方

　
　
　
　

を
対
象
と
し
た
講
座

日　

時　

３
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

講　

師　

当
館
資
料
課 

田
中
淳
一
郎 

副
主
査

定　

員　

30
人
先
着
順

参
加
費
用　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

申
込
期
限　

２
月
24
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

京
都
府
補
助
事
業

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

日　

時　

３
月
４
日
（
日
）
正
午
～
午
後
５
時

場　

所　

メ
ル
パ
ル
ク
京
都
５
階
・
６
階

　
　
　
　

Ｊ
Ｒ「
京
都
」駅
中
央
口
よ
り
徒
歩
１
分

内　

容　

◦
福
祉
職
場
１
分
間
リ
レ
ー
ト
ー
ク　

正
午
～

　

出
展
法
人
の
職
員
が
法
人
や
施
設
の
個
性
や

　

働
き
や
す
さ
等
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

◦
福
祉
の
魅
力
探
究
セ
ミ
ナ
ー　

正
午
～

　

出
展
法
人
の
職
員
が
福
祉
の
魅
力
に
つ
い
て
、

　

体
験
談
を
交
え
て
お
話
し
し
ま
す
。

◦
合
同
就
職
説
明
会　

午
後
１
時
～

　

出
展
法
人
の
ブ
ー
ス
を
回
っ
て
、
人
事
担
当

　

者
や
先
輩
職
員
か
ら
具
体
的
な
話
を
聞
く
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

◦
出
展
法
人 

京
都
府
内
の
介
護
・
福
祉
事
業
所

　

約
１
０
０
法
人

対　

象

◦
平
成
31
年
3
月
卒
業
予
定
者

　
（
大
学
３
回
生
・
短
大
１
回
生
等
）

◦
平
成
30
年
３
月
卒
業
予
定
者

　
（
大
学
4
回
生
・
短
大
２
回
生
等
）

◦
一
般
求
職
者
等

◦
医
療
系
有
資
格
者
等

※
一
般
の
学
部
学
科
の
方
、
一
般
求
職
者
の
方

　

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

予　

約　

不
要

入
場
料　

無
料

問
合
せ
・
主
催

　

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
（
社
会
福
祉
法
人 

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

☎
０
７
５･

２
５
２･

６
２
９
７　

 

第
11
回
「
青
空
」
教
育
講
演
会
と

み
ん
な
の
し
ゃ
べ
り
場

～
何
故
な
く
な
ら
な
い　

イ
ジ
メ
の
世
界
！
～

講　

師　

折
出
健
二
さ
ん

　
　
　
　
（
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

日　

時　

３
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
開
場
・
６
時
30
分
開
始

場　

所　

木
津
川
市
中
央
交
流
会
館

　
　
　
　
「
い
ず
み
ホ
ー
ル
」（
入
場
無
料
）

問
合
せ　

☎
０
８
０
・
２
５
０
２
・
５
１
５
９

　
　
　
　
（「
青
空
」
代
表
・
佐
々
木
）

主　

催　

京
都
府
南
部
少
年
・
少
女
自
立
支
援

　
　
　
　

の
会「
青
空
」・
京
都
府
地
域
力
再
生

　
　
　
　

事
業

後　

援　

木
津
川
市
・
京
田
辺
市
・
精
華
町
・

　
　
　
　

井
手
町
・
宇
治
田
原
町
・
和
束
町
・

　
　
　
　

笠
置
町
・
南
山
城
村

「
木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
」

笠
置
町
支
部
作
品
展

展
示
期
間　

２
月
８
日
（
木
）
～
15
日
（
木
）

展
示
場
所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

第
25
回
相
楽「
少
年
の
主
張
」大
会

　

木
津
川
市
と
相
楽
郡
に
在
住
す
る
小
中
学
生

の
代
表
者
が
、
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
や
考

え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　

時　

２
月
18
日
（
日
）　

午
後
１
時
30
分
～

場　

所　

笠
置
産
業
振
興
会
館

発
表
者　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
に
在
住
す
る
小
中

　
　
　
　

学
生
の
代
表
者

入
場
料　

無
料

催
　
し

おしらせおしらせ

ご寄附ありがとうございました「笠置町ふるさとづくり基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 29 年 12 月受付）。
　氏　名：伊左治 友子 様　　住　所： 奈良県奈良市　　　　寄附金：850,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、意向に沿った各事業に有効に活用させていただきます。

�



おしらせおしらせ

　
入
学
前
支
給
の
実
施

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 29 年 12 月受付）。
　氏　名：匿名希望　　住　所：埼玉県鶴ヶ島市　　寄附金：10,000 円
　氏　名：匿名希望　　住　所：兵庫県尼ヶ崎市　　寄附金：20,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、経
済
的
な
理
由
に
よ

り
学
習
に
必
要
な
文
房
具
や
靴
な
ど
の
購
入
に

困
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者
に
対
し
、
学
用
品
費

や
校
外
活
動
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す

る
制
度
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
に
連
合
立
小
・
中
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
で
、就
学
援
助
の

要
件
に
該
当
す
る
方
に
対
し
、「
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前
（
平
成
30
年
３
月
）

に
支
給
し
ま
す
。

1
今
年
、小
学
校
に
入
学
す
る
お
子

　

さ
ん
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

方
が
対
象
で
す
。

⑴
申
請
す
る
日
に
笠
置
町
、
和
束
町
及
び
南
山

　

城
村
の
い
ず
れ
か
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

⑵
お
子
さ
ん
が
平
成
30
年
４
月
に
連
合
立
の
小

　

学
校（
笠
置
小
学
校
・
和
束
小
学
校
・
南
山
城

　

小
学
校
）
に
入
学
予
定
の
方

⑶
次
の
①
～
⑨
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　

る
方

　

①
生
活
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
を
受
け
た

　
　

が
、
な
お
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
方

　

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
か
、
又
は

　
　

減
免
を
受
け
て
い
る
方

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員

会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
小
・
中
学

校
入
学
予
定
者
か
ら
就
学
援
助
費

の
う
ち
『
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
』
に
つ
い
て
入
学
前
の
３
月
に
支

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分〜午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
３月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
３月 4 日（日） 内科・小児科
３月 11 日（日） 内科
３月 18 日（日） 小児科
３月 21 日（水・祝） 内科・小児科
３月 25 日（日） 内科・小児科
※２月分については広報れんけい１月号をご覧ください。

問合せ　　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　　☎ 0774・73・9988（直通）

2
平
成
29
年
度
就
学
援
助
費
受
給

　

者
で
小
学
６
年
生
の
保
護
者
の

　

皆
さ
ん
へ

　

平
成
29
年
度
就
学
援
助
制
度
の
受
給
認
定
を

受
け
て
い
る
小
学
６
年
生
の
保
護
者
様
を
対
象

に
、
こ
れ
ま
で
中
学
校
入
学
後
に
支
給
し
て
い

た
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前

（
平
成
30
年
３
月
）
に
支
給
し
ま
す
。

受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑴
申
請
す
る
日
に
笠
置
町
・
和
束
町
及
び
南
山

　

城
村
の
い
ず
れ
か
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

⑵
お
子
様
が
平
成
30
年
４
月
に
連
合
立
中
学
校

　

又
は
京
都
府
立
中
学
校
に
入　

学
予
定
の
方

⑶
申
請
す
る
日
に
「
平
成
29
年
度
就
学
援
助
制

　

度
」
の
受
給
認
定
を
受
け
て
い
る
方

申
請
手
続
き　

手
続
き
は
不
要
で
す
。

支
給
額
・
支
給
日

　

③
国
民
年
金
の
掛
金
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

　

④
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
の
減
免
又
は
徴

　
　

収
の
猶
予
を
受
け
て
い
る
方

　

⑤
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
児
童
扶
養
手
当
を

　
　

受
け
て
い
る
方

　

⑥
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る
貸
付
を

　
　

受
け
て
い
る
方

　

⑦
職
業
安
定
所
登
録
の
日
雇
い
労
働
者
の
方

　

⑧
民
生
（
児
童
）
委
員
が
特
に
援
助
が
必
要

　
　

と
認
め
る
状
態
に
あ
る
方

　

⑨
①
～
⑧
に
は
該
当
し
な
い
が
、
特
別
な
事

　
　

情
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
中
に
比
べ
て
平

　
　

成
29
年
度
の
収
入
が
減
少
し
、
認
定
基
準

　
　

以
下
の
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

申
請
手
続
き

申
請
場
所

　

教
育
委
員
会
・
入
学
予
定
の
小
学
校

受
付
期
間

　

平
成
30
年
１
月
25
日（
木
）～
２
月
15
日（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土

　

曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
。）

申
請
に
必
要
な
も
の

⑴
就
学
援
助
費
支
給
申
請
書（
申
請
書
は
、教
育

　

委
員
会
及
び
入
学
予
定
の
小
学
校
に
あ
り
ま

　

す
。）

⑵
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

⑶
就
学
援
助
費
の
振
込
先
の
保
護
者
の
口
座
が

　

わ
か
る
普
通
預
金
通
帳
な
ど

⑷
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
な
ど

※
今
回
、
入
学
前
支
給
の
申
請
を
さ
れ
な
い
場

　

合
で
も
、
４
月
以
降
に
平
成
30
年
度
の
就
学

　

援
助
を
申
請
し
、
４
月
か
ら
の
認
定
と
な
っ

　

た
場
合
は
、
入
学
後
（
５
月
か
ら
７
月
ご
ろ
）

　

に
援
助
費
が
受
け
ら
れ
ま
す

支
給
額　

４
７
，４
０
０
円
（
定
額
）

支
給
日　

平
成
30
年
３
月
15
日
（
木
）（
予
定
）

支
給
方
法　

現
在
、
支
給
さ
れ
て
い
る
就
学
援
助

　
　
　
　

費
と
同
じ
方
法
で
支
給
し
ま
す
。

注
意
事
項

⑴
平
成
30
年
３
月
末
日
ま
で
に
他
市
町
村
へ
転

　

出
す
る
場
合
や
私
立
学
校
等
へ
就
学
す
る
場

　

合
は
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
支
給

　

対
象
外
で
す
。
受
給
さ
れ
た
と
き
は
、
返
還

　

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

⑵
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
を
小
学
６
年
生

　

で
受
給
し
た
方
は
、
中
学
１
年
生
で
の
支
給

　

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑶
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

　

を
ご
希
望
で
な
い
方
は
、
平
成
30
年
２
月
末

　

日
ま
で
に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

※
今
回
の
申
請
で
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

　

改
め
て
平
成
30
年
度
の
就
学
援
助
の
申
請
手

　

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
学
用
用
品
な
ど

　

は
５
月
か
ら
７
月
頃
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
・
支
給
日
等

支
給
額　

４
０
，６
０
０
円

支
給
日　

平
成
30
年
３
月
15
日
（
木
）（
予
定
）

支
給
方
法　

保
護
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

　
　
　
　

笠
置
小
学
校

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
０
４
６

　
　
　
　

和
束
小
学
校

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
０
７
２

　
　
　
　

南
山
城
小
学
校

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
３
７
３
０

�



おしらせおしらせ
やまなみキネマ

【グッド▶ライ～いちばん優しい嘘～】
★ あらすじ ★
1983 年、アフリカ大陸のスーダン
で内戦が始まり、数万人の子どもた
ちが家や家族を失った。
2000 年、移住計画により難民キャ
ンプで育った 3600 人の若者たちが
全米各地へと移住。
突然、自由の国への切符を手渡され
たマメールら 3 人の若者と、アメリ
カ人女性・キャリーとの交流を描く。

３月 10日（土）
時　間
　日本語吹替え　午前 10 時〜
　日本語字幕　　午後 2 時〜（※いずれの回も 30 分前開場）
※吹替え版の鑑賞を希望される方へ
　上映開始２０分程度は、現地語での会話のため字幕で表示されます。
　あらかじめご了承ください。

入場料　一般（前売り）800 円　（当日）1,000 円
　　　　高校生以下　　500 円　※未就学児 / 無料
会　場　南山城村文化会館やまなみホール
問合せ　南山城村文化会館やまなみホール
　　　　☎ 0743・93・0560　FAX 0743・93・0596昨年の様子（第 39 回大会）

第４０回南山城村茶業者大会
　広く南山城村の「お茶」を紹介することで、消費拡大
を啓発し、茶業振興を図ることを目的として開きます。
日　　時　2 月 22 日（木）午後 1 時〜
場　　所　南山城村文化会館　やまなみホール
大会内容　（１）褒章授与及び感謝状贈呈式
　　　　　（２）講演
　　　　　（３）茶香服大会　　　　　　　など

お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付） ☎075・414・4529
詳細は「お茶の京都博」ホームページへ（http://ochahaku.kyoto/）問合せ 　
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上映会

必ずチェック最低賃金！使用者も 労働者も　京都府最低賃金は平成 29 年 10 月１日から

時間額 856円（25 円引上げ） 京都労働局　労働基準部　賃金室
①最低賃金制度とは？

　京都府最低賃金 ( 地域別最低賃金 ) は、セーフティネットとして、京都府内のすべての使用者及び労働者に適用されます。
　パートタイマー・アルバイト・臨時・嘱託などの雇用形態の別なく適用されます。
※なお、特定の産業については、京都府最低賃金より高い金額で特定（産業別）最低賃金が定められている場合がありますので、ご確認ください。

②使用者が最低賃金を支払っていない場合にはどうなるの？
　使用者が労働者に最低賃金未満の賃金しか支払っていない場合には、使用者は労働者に対してその差額を支払わなくてはなりません。
　地域別最低賃金額以上の賃金額を支払わない場合には、罰則（50 万円以下の罰金）が定められています。（最低賃金法第 40 条）

③最低賃金から除外される賃金はありますか？
　最低賃金には、以下の賃金は算入されません。

　（１）臨時に支払われる賃金（結婚手当など）　　　　　　（２）１か月を越える期間毎に支払われる賃金（賞与など）
　（３）時間外 ･ 休日及び深夜手当（深夜割増賃金など）　　（４）精勤・皆勤手当、通勤手当、家族手当

特別展示【スーダン〜内戦から現在〜】
展示期間　2 月 26 日（月）〜 3 月 10 日（土）
平日　午前 9 時〜午後 5 時　入場券：無料
場所　南山城村文化会館やまなみホール　ホワイエ

�



★ Pick UP ★
　「百貨の魔法」
　村山 早紀 著 
　時代の波に抗しきれず、「閉店が近いのでは？」
と噂が飛び交う星野百貨店。エレベーターガー
ル、新人コンシェルジュ、宝飾品売り場のフロア
マネージャー、テナントのスタッフ、創業者の一
族らが、それぞれの立場で街の人びとに愛されて
きたデパートを守ろうと、今日も売り場に立ちつ
づける――。
　百貨店で働く人たちと館内に住むと噂される

「白い猫」が織りなす、魔法のような物語！
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婚
と
い
う
華
や
か
で
お
め
で
た

い
イ
ベ
ン
ト
に
最
初
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
と
言
う
言
葉
は
使
い
た
く
な
い
も

の
で
す
。
し
か
し
式
場
を
予
約
す
る

際
に
渡
さ
れ
る
書
類
一
式
の
中
に
あ

る
契
約
書
に
、
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
際

に
支
払
う
違
約
金
に
つ
い
て
記
載
が

あ
り
、
そ
の
説
明
を
受
け
て
契
約
書

に
サ
イ
ン
を
し
て
い
れ
ば
、
よ
ほ
ど

の
高
額
で
な
い
限
り
契
約
内
容
に
従

う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
結
婚
式
の
場

合
、
式
場
だ
け
で
な
く
、
衣
装
や
料

理
な
ど
の
付
帯
し
た
契
約
も
一
緒
に

な
る
こ
と
が
多
い
の
で
違
約
金
も
高

額
に
な
り
が
ち
で
す
。
違
約
金
の
額

は
式
当
日
ま
で
の
日
数
に
よ
っ
て
段

階
的
に
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

ご
相
談
の
件
は
式
当
日
ま
で
３
カ
月

以
内
・
15
万
円
、
と
記
載
が
あ
り
ま

し
た
。
気
分
が
高
ま
っ
て
い
る
時
に

冷
静
に
判
断
す
る
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
契
約
同
様
慎

重
に
い
く
つ
か
の
式
場
で
相
見
積
を

取
っ
て
比
較
検
討
し
て
か
ら
契
約
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
わ
て
な
い
で
！
　
結
婚
式
場
の
予
約

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　２月 25 日（日）　午前 10 時 30 分〜
　場　所　和束町体験交流センター

☆『お話しを絵にしよう』の作品展示について
　子どもたちが自分の好きな本を読んで、感じたことや思ったことを絵に表
現した作品を募集しました。応募していただいた作品を下記の日程・場所で
展示しています。ご家族で、ぜひご観覧ください。

　日程・場所
　２月上旬～２月下旬まで　和束町体験交流センター１階 ホール
　３月上旬～３月中旬まで　和束町役場１階 住民ホール

☆『本をご寄贈いただきました』
　『芸術界 二〇一八』 日本芸術年鑑社

相
談
す
れ
ば　

楽
に
な
る

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書

百貨の魔法 村山早紀

陸王 池井戸潤

くじら島のナミ 浜口倫太郎

児童書

さよならスパイダーマン アナベル・ピッ
チャー

空で出会ったふしぎな人たち 斉藤洋

わかったさんのこんがりおやつ 寺村輝夫

和　束　町

一般書

太陽と乙女 森見登美彦

彼方の友へ 伊吹有喜

大人のための国語ゼミ 野矢茂樹

児童書

ぜったいにおしちゃダメ ? ビル・コッター

おなかのなかで 島野雫

一〇五度 佐藤まどか

南山城村

一般書

琥珀の夢　（上・下） 伊集院静

そっと無理して生きてみる 高橋幸枝

ブラタモリ 10 NHK「ブラタモ
リ」制作班

児童書

オバケとキツネの術くらべ 富安陽子

おたすけこびとのにちようび なかがわちひろ

まずは、ごはんとみそしる 家庭科教育研究社
連盟

図 書 室
　 だ よ り

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

和束町体験交流センター図書室より

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743・93・0522

�



広
報

　
れ
ん
け
い

2
0

1
8

.2
　

N
o.1

4
3

編
集

・
発

行
　

相
楽

東
部

広
域

連
合

〒
619-1205　

京
都

府
相

楽
郡

和
束

町
大

字
中

小
字

平
田

23番
地

の
1

TEL：
0774・

78・
0120　

　
FA

X
：

0774・
78・

0121

● 　笠　置　町　●
人　口　1,392 人　（-6）
世帯数　　657世帯（±0）

　〒619-1303　京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,069 人　（-9）
世帯数　1,712 世帯（±0）

　〒619-1212　京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,818 人　（-5）
世帯数　1,243 世帯（±0）

　〒619-1411　京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成30年 1月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

環　境環　境

　約 10 年前に枚方市より、和束町にてお茶生産農家になる事
を目標に移住してきました。現在は、和束町内の山奥を中心に
先人の方々の茶畑を受け継いで茶農家をしています。
　最近ではお茶問屋さん以外にも、ホテル・カフェ・レストラ
ン・小売店等からお声をいただき、和茶園のお茶を使っていた
だいています。
　昨年度より、町の推薦から“移住呼びかけ人”として、京都
府から認定いただき、町外から町内に農業を志す方々のサポー
トをする取り組みもしています。現在もセミナーに参加した
方が和束町に足を運び、農作業の体験を希望される方がいて、
10 年前の自分と同じ気持ちがしてうれしく感じています。

～お茶生産農家・和茶園～
植田修さん

わたしたち　移 住 　しました

プラスチック容器包装の出し方

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代表）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3008（直通）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153

出せるもの（一例）　菓子袋・食品トレイ・カップ麺の容器・シャンプーやリンス
　　　　　　　　　の容器・ペットボトルのキャップやラベル

出す時の注意
・食べ残しなどの生ごみは必ず取り除き、液状の汚れは水で洗い流すか新聞紙等で拭き取ってください。
・レジ袋などに小分けにせず、ばらばらにして指定袋に入れてください。

　笠置町・和束町・南山城村から集められたプラスチック製容器包装ごみはリサイクルされ、
他のプラスチック製品の素材として生まれ変わっています。
　しかし、プラスチック製容器包装ごみの中には、食品の食べ残し・汚れの付着・紙・金属
類・ペットボトル等の混入が目立っ
ています。この状態ではリサイク
ルに出せません。
　プラスチック製容器包装ごみを
出される際は、容器の汚れを落と
す・他のごみを入れない等、分別
を守ってください。

プラスチック容器包装

◦プラスチック容器包装収集日
　笠　置　町　  毎週　土曜日

　（第１土曜日を除く）
　和　束　町　  毎週　水・土曜日

　（第４水曜日を除く）
　南山城村　  毎週　木曜日

プラスチック製容器包
装ごみは、このマーク
が付いているものが対
象です。

プラスチック容器包装ごみに混
ざっていた紙類・ペットボトル類分別作業




